
DevOps は、アプリケーションの開発と、その後の運⽤、たとえば製品の移⾏、
メンテナンス、ソフトウェアの進化を統合し、終わりのないサイクルとする⽅法論
です。この⽅法論が GeneXus にどのように適⽤されるのかを⾒ていきましょう。
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GeneXus を使⽤した DevOps
概要



DevOps は、一連のアジャイル開発手法から構成されるもので、システム開発のラ
イフサイクルを短縮しつつ継続的にソフトウェアを提供するために、ソフトウェア
開発 (Dev) と情報テクノロジーの運⽤ (Ops) を組み合わせます。

「Dev」(開発) のサイクルには、アプリケーションの設計、開発、コーディング、
ビルド、テストが含まれます。「Ops」(運⽤) には、アプリケーションのリリース、
製品の移⾏、運⽤、モニターが含まれます。このモニターによって、ソフトウェア
に必要な将来の変更点が決められます。たとえば、問題を修正するメンテナンスや、
アプリケーションを便利にしたり有効性を維持したりする新機能の追加による進化
などがあります。

継続的なサイクル内のすべての作業を統合することで、システム開発に携わる企
業は、市場にあるチャンスをいち早く活⽤したり、顧客の声を迅速に取り入れてソ
フトウェアのエクスペリエンスを強化したりできます。

それでは、アプリケーションのライフサイクルで発⽣する主な問題を⾒てみましょう。
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DevOps の定義

Dev Ops



特殊な場合を除いて、ソフトウェア開発は常にチーム活動です。チームでのソフト
ウェア開発における主な問題の 1 つに、各開発者がアプリケーションに加えた変更
の統合があります。

各開発者は、開発サイクルの中で目的が達成されるまでコーディングとテストを繰
り返し、機能の開発に取り組みます。

開発者の作業を統合して、開発された機能がアプリケーションの次のリリースに含
まれるようにするには、どうすればいいでしょうか。

開発者のそれぞれが変更を GeneXus Server にアップロードしようとすると、開発
者が個別に作業している期間が⻑い場合は特に、多くの競合が発⽣します。複数の
開発者が同じ名前のオブジェクトを定義していても、それぞれ目的が異なるかもし
れません。また、誰かが既存のオブジェクトを変更して、ほかの開発者が使ってい
る機能を削除してしまうかもしれません。
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変更の統合

テスト

コード
テスト

コード



継続的インテグレーションでは、競合を避けるため、または簡単に解決できるよう
な⼩規模な競合に留めるために、可能であれば 1 日に 1 回以上のペースで頻繁に作
業を統合します。

統合が⾏われた後には、アプリケーションを⾃動的にセットアップおよびテスト
して、統合のエラーをできるだけ早期に検出する必要があります。既に機能してい
たものが機能しなくなることがないよう確認する (リグレッションテスト) 場合も、
⾃動テストが有効です。
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継続的インテグレーション

• 少なくとも 1 日に 1 回以上のペースで、変更を頻繁に統合する。

• 統合を⾃動的に検証する。

テスト

レポート
継続的

インテグレー
ション

ビルド

開発者 ソースの管理 リリース



そのためには、GeneXus Server と Jenkins を使います。Jenkins は継続的インテ
グレーションのエンジンです。このツールにより、プロセス全体を実装できます。
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継続的インテグレーションのツール



開発者がコミットするたびに、少なくとも次の⾃動プロセスが実⾏されます: ナレッ
ジベースの更新、すべてビルド、テストの実⾏。

すべてが問題なく実⾏されれば、ビルドは成功し、次に進むことができます。問題
があった場合は、プロセスを停止して、競合を解決する必要があります。
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1.1 – 更新の確認

1.2 – ナレッジベース
の更新

2 – すべてビルド

3 – ユニットテスト
の実⾏

ジョブの開始

GXserver プラグイン
を使⽤

オブジェクトのリストのプッシュ



アプリケーションのライフサイクルは、スライドに示す手順で構成されます。

アジャイル開発では、開発とビルドのプロセスのスピードを向上させます。

継続的インテグレーションでは、プロセスに統合と検証の⾃動化を追加します。

継続的デリバリーでは、リリースのセットアップを⾃動化し、1 回クリックするだ
けで本番環境に公開できるようにします。

継続的デプロイメントでは、プロセスが⾃動化されたスムーズなものになり、製品
の移⾏を⾃動化できます。
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コード ビルド 統合 テスト リリース デプロイ

アジャイル開発

継続的インテグレーション

継続的デリバリー

継続的デプロイメント

アプリケーションのライフサイクルにおける段階



さらに、プロセスに本番環境でのアプリケーションの運⽤とモニターが含まれ、
今後どの機能を開発するかを計画するための情報をフィードバックとして⽣成する
ようになれば、そこでようやく DevOps プロセスを実践していると言えます。
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DevOps プロセス



これまで⾒たとおり、DevOps の⽅法論を取り入れるには、継続的インテグレー
ションを実現している必要があります。つまり、アプリケーションの開発後に変更
を統合して検証するプロセスを⾃動化します。

GeneXus IDE および GeneXus Server コンソールから、継続的インテグレーショ
ンのプロセス (パイプライン) を作成してモニターすることができます。

ナレッジベースを GXserver にアップロードした後、[ナレッジマネージャ] の
[チーム開発] に移動し、[継続的インテグレーション] タブでパイプラインを作成で
きます。また、いつパイプラインが実⾏されたか、それぞれの実⾏時に⾏われたコ
ミット、その結果、それぞれの実⾏の完全なログを確認することもできます。
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継続的インテグレーションのプロセスの作成とモニター



GeneXus を使⽤した DevOps の詳細情報については、こちらの Wiki を参照してく
ださい: http://wiki.genexus.jp/hwikibypageid.aspx?40706

詳細情報:
http://wiki.genexus.jp/hwikibypageid.aspx?40706
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